
















調 査 期 間　平成 28年 8月 7日～8月 22日、8月 28日～9月 8日
調 査 主 体　東北学院大学文学部歴史学科考古学専攻辻ゼミナール




















発掘調査を 6年間にわたって継続して実施してきた。本書は平成 28年 8月 7日～8






















　　　　　　　 墳丘前方部墳頂部に第 3トレンチ、後円部墳頂に第 4トレンチを設定し、
墳頂平坦面の上面精査。
平成 24年　第 2次調査　平成 24年 8月 6日～9月 12日
　　調査内容　墳丘構造の確認
　　調査成果　・第前方部墳頂平坦面の第 3トレンチを拡張し、墳頂平坦面の様相確認。













平成 27年　第 5次調査　平成 27年 8月 5日～9月 4日
　　調査内容　墓壙内掘り下げ













































































































































































































1　第 1主体部（第 3図　写真 8）
（1）　木棺痕跡の掘り下げ
墳頂平坦面を精査して第 5次調査の成果を再確認した後、第 1主体部の中軸線あたる部







没坑内の小区画を設置し掘り進めた。小区画は北側から A, B, C, D区とした。
新たな小区画を用いて土層観察用の断面を残してさらに東に掘り進めたが、東側の白色






















































































































No. 土色 しまり 粒度 粘性 備考
① Hue10YR4/4褐 弱 シルト 弱
② Hue10YR6/4にぶい黄橙 弱 シルト 弱






④ Hue10YR6/6明黄褐 中 砂交じりの粘土 中






⑥ Hue10YR6/8明黄褐 弱 シルト 弱






⑧ Hue10YR7/8黄橙 弱 シルト 弱 礫が多い
⑨ Hue10YR5/8黄褐 弱 シルト 弱
⑩ Hue10YR6/6明黄褐 弱 シルト 弱
⑪ Hue2.5Y6/6明黄褐 弱 シルト 弱 掘りすぎた箇所





















































































































































竪櫛群が分布する範囲は、全体で南北約 50 cm・東西約 30 cmに及ぶ。大型品と小型品
の 2タイプがある。個体ごとの規格は、大きさに若干のばらつきはあるが。大型の櫛はム
ネ幅 4～6 cm・ムネ高 4～5 cm・櫛歯 13～16 cm、小型の櫛はムネ幅 1 cm・ムネ高 1 cm・




写真 23　出土竪櫛写真 第 9図　竪櫛実測図
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石番号 最大径（cm）最大幅（cm） 表面 裏面 備考
1 49 37.5 黒 天井部と側面の石にかかる位置より検出。




3 19.5 13 板石どうしの間を充填する小礫。
4 17.5 8 鉄が付着。板石どうしの間を充填する小礫。
5 61.5 52 黒、薄い朱 黒 側石。一部天井部の石にかかる。
6 12.5 9 板石どうしの間を充填する小礫。
7 74.5 38 黒 黒 側石。
8 22.5 6.5 黒 板石どうしの間を充填する小礫。
9 15.5 13 板石どうしの間を充填する小礫。
10 20 9 板石どうしの間を充填する小礫。
11 19.5 10 板石どうしの間を充填する小礫。
12 22.5 10 板石どうしの間を充填する小礫。
13 10 9 板石どうしの間を充填する小礫。
14 22 10 板石どうしの間を充填する小礫。
15 17.5 9 板石どうしの間を充填する小礫
16 20 8 板石どうしの間を充填する小礫。
17 85.6 84 朱、黒 天井部の板石。石棺蓋石の上の板石。
18 51 47 黒 側石。
19 5.5 3 板石どうしの間を充填する小礫。
20 56 42 黒点 黒 側石。一部天井部の石にかかる。
21 46 31 黒 石棺蓋石の上の板石。
22 42.5 39.5 黒 23番の石と接合。石棺蓋石の上の板石。
23 20 15.5 黒 22番の石と接合。15番の石下より検出。
24 19.5 7 朱点 小礫。
25 63 54 黒 側石。
26 15.5 8.5 9・10・13番の石下より検出。板石どうしの間を充填する小礫。
27 55.5 43 朱 天井部と側面の石にかかる位置より検出。
28 58 41 黒 天井部と側面の石にかかる部分より検出。
29 62 56 朱点、黒点 側石。
30 50 45 黒点 側石。
31 52 44 朱点 黒 側石。
32 76 63 朱点、黒 天井部の板石。石棺蓋石の上の板石。




34 46 40.5 朱、黒 石表面に打ち欠き（?）の痕有り。側石。
35 20.5 15 朱 朱 33番の石下より検出。板石どうしの間を充填する小礫。
36 19.5 15 赤 33番の石下より検出。板石どうしの間を充填する小礫。
37 51 37 黒 28・33番の石下より検出。天井部と側面の石にかかる部分より検出。
38 60 48 黒 南端の石。石棺蓋石の上の板石。


























































写真 32　石棺上面　南から 第 13図　石棺上面実測図






























































































 写真 37　第 2主体部竪櫛出土状況
写真 38　第 2主体部鉄鏃出土状況 写真 39　第 2主体部鉄鏃頸部出土状況





第 2主体部石棺中央蓋石上から出土した大刀である。大刀は全長 62 cmを測る。身の長
さ 51 cm、茎部の長さは 11 cmである。茎に目釘穴が一つ確認できる。身幅は最大で 2.5 cm、












品で、長さ 14 cm、厚さ 1 cmを測る。幅は写真左で 2 cmで右にいくにつれて幅を増し、
右端で 4.5 cmを測る。右側に大きな膨らみがあり、銹によるものと思われる。上下両端
には面が作られており、特に刃を作り出した様子はない。左右両端は折れた状態で完結し



























鉄鏃は全て長頸鏃で、鏃身の形は柳葉形で長さ 2.5～3.5 cm前後である。頸部は長さ 9.5
























































0                                                2（㎝）
（S=1/2）
1                                          2
0                                            2（㎝）
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第 1主体部は古墳の主軸上に位置し、長さ 8 mを越える規模からみても灰塚山古墳の主

























































































































1.　浪江町上の原 3 号墳 （伊東 1979）
2.　山形市大之越古墳 2 号棺
　　（川崎、野尻、横戸 1979）






























































古墳（恵美、菅井　1990）で、全長 90 mを測る。他に全長 50 mを越える大型古墳には
宮城県色麻町念南寺古墳全長 56 m（古川、高橋　1998）、仙台市兜塚古墳全長 72 m（手塚、
加藤　1989）、白石市瓶が盛古墳全長 56 m（白石市教委、1972）福島県国見町国見八幡塚
古墳全長 66～68 m（国見町　1977）、山形県山形市菅沢 2号墳（柏倉、阿子島、加藤、江














1.　名取大塚山古墳 （恵美、菅井 1990） 2.　国見八幡塚古墳 （国見町 1977）
3.　念南寺古墳
　  （古川、髙橋 1998）
4.　角塚古墳
　  （朴沢他 2002）
5.　裏町古墳
　  （岩渕他 1974）
6.　庚申壇古墳
　  （菊地他 2008）
7.　長井前ノ山古墳














第 2表によれば古墳時代前期の確実な遺構からは珠文鏡 4面、内行花文鏡 3面が出土し



















No 県名 遺跡名（発見場所） 所在 鏡式名 直径 種類
1 岩手 五郎屋敷 金ヶ崎村 五鈴鏡 8.5 小型 ?製鏡
2 上根子熊堂古墳 花巻市 五鈴鏡 ?製鏡
3 宮城 日光山古墳群 大崎市 変形鋸歯文鏡（四獣形鏡） 7.3 小型 ?製鏡
4 香取神社境内（御山古墳） 色麻市 重圏文鏡 ? 6.7
5 裏町古墳 仙台市 乳文鏡（珠文鏡） 9.1 小型 ?製鏡
7 吉ノ内 1号墳第 1主体 角田市 捩文鏡 7.5
8 狐塚古墳 丸森町 六鈴六獣形鏡 10.8
9 台町 20号墳 丸森町 六鈴七獣鏡 10.5 小型 ?製鏡
10 六狐内行花文鏡 11.2
11 入の沢遺跡 栗原市 珠文鏡 5.6 小型 ?製鏡
12 珠文鏡（区画入り） 8.2 小型 ?製鏡
13 内行花文鏡 9 小型 ?製鏡
14 重圏文鏡（櫛歯文鏡） 5.5 小型 ?製鏡
郡山遺跡 仙台市 不明 9
15 山形 お花山 1号墳 1号棺 山形市 捩文鏡 9.5
16 お花山 22号墳 山形市 獣形鏡（捩文鏡） 9
17 馬洗場 B遺跡 山形市 内行花文鏡 8.2 小型 ?製鏡
18 下小松古墳群薬師沢支群第 143号墳
川西町 鋸歯文鏡 4.9
19 福島 会津大塚山古墳（南棺） 会津若松市 変形四獣鏡 9.5 小型 ?製鏡
20 会津大塚山古墳（北棺） 会津若松市 捩文鏡 10.3 小型 ?製鏡
21 会津田村山古墳群（糠塚古墳）会津若松市 内行花文鏡 11.2 小型 ?製鏡
22 会津田村山古墳群（灰塚古墳）会津若松市 内行花文鏡 9.8 小型 ?製鏡
23 青木鏡塚古墳 会津若松市（不明）
24 土橋古墳 伊達市 珠文鏡 7.3
25 愛宕山古墳（愛宕塚古墳）（伝）本宮市 五鈴鏡 13 ?製鏡
26 会津坂下町（伝） 会津坂下町 珠文鏡 8.5 小型 ?製鏡
27 森北 1号墳 会津坂下町 珠文鏡（放射状区画珠文鏡） 8.4 小型 ?製鏡
28 表西山横穴古墳群 30号横穴 相馬市 珠文鏡（乳文鏡） 破鏡
29 中田 1号横穴前庭部壇 いわき市 珠文鏡 6.4 小型 ?製鏡
30 横山台古墳 いわき市 四鈴鏡 6.1
31 高阪（坂 ?）古墳 2号墳 いわき市 鈴鏡
32 いわき市横穴 いわき市 五鈴鏡 径 2寸 8分 ?製鏡
33 上平野・富岡横山古墳群 いわき市 五鈴鏡 8.5 小型 ?製鏡
34 高野峰山祭祀遺跡 白河市 珠文鏡 4.6 小型 ?製鏡
35 石川町（伝） 石川町 五鈴鏡 13 ?製鏡
36 桜井古墳群上渋佐支群 7号墳 原町市 珠文鏡（二重） 8.7 小型 ?製鏡
37 塚之目古墳 国見町 素文鏡 ?製鏡
38 灰塚山古墳 喜多方市 珠文鏡 9.0 小型 ?製鏡
39 山崎横穴古墳 喜多方市 珠文鏡 ?
40 （不明）
41 飯尾町鏡塚古墳 飯尾町 （不明）






















































竪櫛 1、小型竪櫛 7で構成されるため、第 1主体部には最大で、最初に置かれた単独の大















③ 葬具 3を単独竪櫛 1と葬具 2の間の位置に置く。小型竪櫛連結部が単独竪櫛棟部よ
りやや東側に位置し、葬具全体は東側に寄る位置に置かれる。方向は葬具 2とほぼ
揃えている。
④ 葬具 4を葬具 3よりもやや北、と東にずらした位置に置く。小型竪櫛連結部一つ分
西にずらして置かれる。方向は葬具 3とほぼ揃えている。
⑤ 葬具 5を葬具 4よりもやや北、東にずらした位置に置く、大型竪櫛の棟部は葬具 3
よりもわずかに東側にずらしている。方向は葬具 4とほぼ揃えている。
⑥ 葬具 6を葬具 5の北側に置く。葬具 5とは小型竪櫛連結部の櫛歯部分がわずかに重
複し、前後関係は分かるが、大きな重複はない。方向は葬具 2～5に対して東で 20
度前後北に振れている。棟部の先端は南西に近い方向に向く。
⑦ 葬具 7を葬具 6の北側にほぼ平行方向に置く。葬具 6とは小型竪櫛連結部の櫛歯部
分がわずかに重複し、前後関係は分かるが、大きな重複はない。方向は葬具 6より
もさらに東で北に振れる。





























































































































































柳沼賢治他　1998　『大安場古墳群 ─ 第 2次発掘調査報告 ─』　郡山市教育委員会
和田聡、植村泰徳、菅智子　1999　『古屋敷遺跡』　塩川西部地区遺跡発掘調査報告書 4　塩川町文化財調査
報告第 6集
川村雪絵　1999　「古墳時代の竪櫛」『国家形成期の考古学 ─ 大阪大学考古学研究室 10周年記念論集 ─』
朴沢志津江　2002　『角塚古墳』　胆沢町埋蔵文化財調査報告書第 28集
菊地芳朗　2002　「福島県会津坂下町長井前ノ山古墳 ─ 合掌型石室を持つ前方後円墳の調査 ─」『考古学
ジャーナル』　NO. 492
岸本一宏他　2003　『但馬の王墓茶すり山古墳調査概報』　学生社
三浦俊明他　2004　『下開発茶臼山古墳群 II ─ 第 3次発掘調査報告書』　石川県辰口町教育委員会
三浦俊明、長屋有香　2004　「下開発茶臼山 9号墳出土の竪櫛について」『下開発茶臼山古墳群 II ─ 第 3次
発掘調査報告書』　石川県辰口町教育委員会
辻　秀人　2006　『東北古墳研究の原点　会津大塚山古墳』　新泉社
菊地芳朗他　2008　『庚申壇古墳 I』　福島大学行政社会学類考古学研究室
辻　秀人　2011　「十　東北南部」『日本の考古学講座 7古墳時代上』　青木書店
水野敏典　2013　「金属製品の型式学的研究 鉄鏃」『副葬品の型式と編年』　同成社
辻　秀人他　2012年　「福島県喜多方市灰塚山古墳第 1次発掘調査報告」『東北学院大学論集　歴史と文化』　
第 48号
辻　秀人他　2014年　「福島県喜多方市灰塚山古墳第 3次発掘調査報告」『東北学院大学論集　歴史と文化』　
第 52号
79
福島県喜多方市灰塚山古墳第 6次発掘調査報告
木沢直子　2014　「韓国と日本で出土した「竪櫛」の比較検討」『高興　野幕古墳　発掘調査報告書』
辻　秀人他　2015年　「福島県喜多方市灰塚山古墳第 4次発掘調査報告」『東北学院大学論集　歴史と文化』
第 53号
水澤幸一他　2016　『新潟県胎内市城の山古墳発掘調査報告書（第 4次～9次調査）』　胎内市教育委員会
写真 47　辻ゼミナール集合写真
80
東北学院大学論集　歴史と文化　第 56号
写真 48　第 6次調査完掘状況
第 27図　後円部墳頂平面図
木
根
木
根
木
根
木
根
木
根
木
根
木
根
81
福島県喜多方市灰塚山古墳第 6次発掘調査報告
写真 49　後円部墳頂写真（北から）
第 28図　灰塚山古墳全体測量図（1/300）
